
１．施設所管課
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４．指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｂ

指定事業費

内人件費   　  　Ｄ

内外部委託費   Ｅ

サービス改善の状況

　・文化事業の企画、実施に関する業務（指定事業、共催事業、自主事業）
　・施設の使用許可に関する業務
　・施設の維持管理、運営に関する業務

年間5

年目3年間のうち5

市民の福祉の増進及び文化の向上を図るため、文化会館を設置する。

人件費率　　　　　Ｄ／Ｂ 16.93% 21.69% 23.56% #DIV/0! #DIV/0!

※着色セルは、自動計算としている。

外部委託比率　　 　Ｅ／Ｂ 0.00% 0.00% 0.00% #DIV/0! #DIV/0!

-2,064,260 0 0

1,173,363 3,003,121 2,121,246自主事業費

事業収支　　　　　Ａ－Ｂ 2,945,823 -1,757,555

11,804,757 16,201,924 17,561,964

68,551,587 71,689,447 72,415,998

69,724,950 74,692,568 74,537,244 0 0支出計

417,665 332,136 23,013その他

293,108 642,877 489,971自主事業収入

利用料収入　　　　 　　 Ｃ

0

71,960,000 71,960,000 71,960,000指定管理料

収入計 72,670,773 72,935,013 72,472,984 0

60 61

区分

100

62 48 62 46

80 94.1 80 91.1

44,292

高齢者や障がいのある方に対して客席への案内等を行うとともに、施設のバリアフリー化に努めた。

コスト削減率

平成３２年度平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

97 － 97 107.1 97 96.9

目標 実績

％

81

平成３２年度
目標 実績

平成３１年度
目標

平成２８年度
目標 実績

12 11 13 11 14 12

58,000 49,392 58,000 46,126 58,000

指定管理施設事業評価票(平成30年度分）

施設名
名称 日光市今市文化会館

所在地 日光市平ヶ崎160番地

（様式第３号）

教育委員会事務局中央公民館

指定管理者

名称 一般財団法人　日光市公共施設振興公社

代表者名 代表理事　阿久津　正

住所 日光市瀬尾1640番地22

補足説明

指定期間 平成28年4月1日 令和3年3月31日

選定方法 公募 評価実施年

単位
実績

平成３０年度
目標 実績

平成２９年度

施設設置目的

（ 単位：円 ）

主な実施事業

人

回

％

％

臨時駐車場の確保や早朝のホール利用対応等、利用者への利便性向上に取り組んだ。

成果指標

入場者数

事業実施回数

施設稼働率

施設利用者満足度

市民が文化等を享受することにより教養を高め、文化活動を通じて自らの生活の向上を図り、もって地域社会
の発展と社会福祉の増進に寄与するための文化事業を行う。



５．管理運営状況

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。
必要な資格、経験を有する人員が確保されている。
事業計画に即し、計画的に研修等を年1回実施している。
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており、適切である。
外部委託業者に対して、協定書等を遵守させている。
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。
個人情報保護に関する法令を遵守している。
個人情報の漏えい、滅失等の事故防止策に対する研修を年1回行っている。
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。
協定書に従い、情報を適切に管理し、公表している。
業務日誌等を適切に整備、保管している。
点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。
協定書に従い、各報告書等を、市に提出している。
市、関係団体等との連絡調整を適切に行っている。
事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。
緊急時のマニュアルが整備され、年1回訓練を行っている。
避難経路が適切に確保されている。

協定書に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。
事故防止及び安全確保のための研修を年1回行っている。
利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っている。
利用者に対して、設備、備品等を適切に提供している。
言葉遣い、態度、服装等接遇が適切である。
事業計画に即し、受託事業を実施している。
施設の目的に沿った自主事業を実施している。
事業内容がサービス水準の向上に寄与している。
仕様書等に従い、清掃、警備、衛生管理等を適切に行っている。
仕様書等に従い、施設や設備の保守管理を行っている。
備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。
協定書に従い、適切に修繕を行っている。

事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。
要望、苦情等を整理し、市に報告している。
利用者アンケート調査を実施し、その結果が妥当である。
利用実績は、目標水準である。

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っている。
収支予算書の範囲内で適正に予算執行している。
経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。
収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。

（指定管理者自己評価）

（所管課評価）

　○施設の維持管理については、必要な保守・修繕等を適宜行いつつ、エネルギー使用量の削減や資源の有効利用に取り組み経費削減も図っており、引き続き

　○大規模ホールとしての機能・特性を活かしたPRを実施するなど、新たな利用者を増やす取り組みを行うとともに、主催事業においてもより魅力ある事業の実施

　　と効果的な宣伝を展開し、入場者及び収入の確保・増加に努める必要がある。

※評価区分

評価基準 A (優良） ＝ 協定等の遵守に加え、仕様書より優れた管理が行われた。

B（良好） ＝ 協定等を遵守し、仕様書に沿った管理が行われた。

C（要改善） ＝ 一部、協定等が遵守できていない。又は、不測の事態等により仕様書に沿った管理ができなかった。

※施設所管課は、指定管理者に対するモニタリングや事業報告書の内容等を踏まえ、評価します。

※数値が記載されているものに関しては、数値目標達成がＢ評価となります。

総括評価 A (優良） ＝ 評価項目のうち、Ａ判定が80%以上 総合評価 A (優良） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが含まれず、かつAが４つ以上ある。

B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外 B（良好） ＝ Ａ、Ｃ 以外

C（要改善） ＝ 評価項目のうち、Ｃ判定が20%以上 C（要改善） ＝ 自己評価、所管評価の《総括》にCが２つ以上含まれる。

利用者アンケート B A
C C
B B

広報活動

苦情等対応

環境配慮 環境配慮率選考計画取組点検表において、（１）が取組項目の2/3に達している。

連絡調整

管理記録
B B
B B
B B

事業運営
B B
B

前年度総合評
価 Ｂ（良好） 総合評価 Ｂ（良好）

収支状況
総括 「経費の収支等」に関する評価【４項目】

経費縮減

③
安
定
性

予算執行

B B
B B

B B
B B
B B

　 良好な評価を得ることができた。　②優れた舞台芸術鑑賞事業として、指定事業６公演、自主事業３事業、共催事業３公演を実施したが、燃料費の高騰により、

　 自主事業費を削減したため、予定した演目の公演はできなかった。　③市民文化団体、文化協会、学校、ＮＰＯ団体等、地域の文化活動の際は、積極的に舞台

   ⑥燃料費が高騰するなか、利用者に不便をかけないよう冷暖房の効率的な運用に努めた。　

B
B B

B

B B
B

B B

B B
B B
B

緊急対応

①
サ
ー
ビ
ス
の
履
行
の
確
認

B
B B
B B

総括 「業務の実施体制」に関する評価【１7項目】

情報公開

個人情報保護

B
B

B B
B B

B

B B

B

B B

B

B B
B
B B
B B
B B
B

評価項目 評価基準
指定管理者
自己評価

施設所管課
評価

B

①市民の文化活動の拠点として、設備の点検、修繕、館内外の清掃、衛生管理を行い、快適な施設の提供に努め、利用者からおおむね

B

法令遵守等

外部委託

人員体制
B B
B

B B

　　予算の効果的かつ効率的な執行に努めてほしい。

B B
B B

　 運営の協力を行った。④文化活動を通した子供たちの育成に取り組んだ。　⑤老朽化した設備の事故未然防止のため、点検励行、不具合箇所の修繕に努めた。

経理事務

利用状況
総括 「業務の内容・水準」に関する評価【１８項目】

所見
（成果・課題等） ○施設及び設備の適正な管理に努めるとともに、利用者にも丁寧な対応を心掛けるなど、施設利用者満足度で高い評価をいただいている。

②
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価

施設管理

利用者対応 B
B A

維持管理
B B
B


